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議会だより

　この件については、議会運営委員会で引き続き、勉強会なども含め継続して協議していくことを申
し合わせました。

【おもな意見】
・定数削減の方向で進めていくべきだと考える。
・他の市町村の現状などを調査して、定数を減ずる場合、理由や減らすことによってどのような影響
が出てくるかなども研修したらどうか。
・定数削減と報酬削減は、別に考える必要があると考える。
・定数を減らすだけが、プラスになるとは思えない。
・他の市町村に視察に行き、経過や現状を聞いてみるのはどうか。
　などの意見が出されました。

　県内他市町村の現況は以下のとおりです。　

　委員会としては、引き続き研修や協議を行い、平成25年５月をめどにまとめていくということを
確認しました。
　住民の皆様からも、さまざまなご意見をお寄せいただけたらと考えています。
　皆様のご意見をどうぞよろしくお願いいたします。

● 美波町議会事務局 ●
TEL：0884ー77ー3630　FAX：0884ー77ー1666（代表） E-mail：gikai@town.minami.lg.jp

議会運営委員会で議員定数に関して、
協議を始めました。　

（平成24年１月現在）

町 村 名 人　口
（国勢調査） 面積（㎢） 定数

（人） 町 村 名 人　口
（国勢調査） 面積（㎢） 定数

（人）

勝 浦 町 6,356 69.8 10 海 陽 町 11,507 327.5 16

上 勝 町 1,955 109.7 8 松 茂 町 14,926 13.9 12

佐那河内村 2,800 42.3 8 北 島 町 20,703 8.7 14

石 井 町 26,068 28.8 14 藍 住 町 32,286 16.2 16

神 山 町 6,924 173.3 12 板 野 町 14,519 36.1 14

那 賀 町 10,695 694.9 16 上 板 町 13,118 34.5 14

牟 岐 町 5,391 56.6 8 つ る ぎ 町 11,722 194.8 16

※ 美 波 町 8,725 140.8 14 東みよし町 15,626 122.5 16
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◆
議
案
第
68
号　
平
成
23
年
度

美
波
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）
に
つ
い
て

質　
問

　

財
産
管
理
費
の
備
品
購
入
費

（
公
用
車
の
買
い
換
え
）
に
関

し
、
財
産
の
消
滅
を
し
た
と
き
、

議
会
へ
の
報
告
を
し
て
も
ら
い

た
い
。

答　
弁

　

物
品
に
関
す
る
廃
棄
に
つ
い

て
は
町
の
専
決
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
精
査
を
し
、
必
要
と

考
え
る
場
合
は
報
告
す
る
。

質　
問

　

農
山
村
活
性
化
費
に
つ
い
て
、

他
の
地
域
へ
も
波
及
さ
せ
る
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

る
が
、
内
容
等
は
。

答　
弁

　

地
域
内
の
農
業
再
生
や
活
性

化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
補
助
金
で
、
備
品
等
の
購

入
費
や
用
地
借
り
上
げ
料
等
で

あ
る
。

質　
問

　

海
部
老
人
ホ
ー
ム
や
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
関
し
、
本
町

の
利
用
者
数
は
少
な
い
。
経
営

を
移
管
し
て
は
ど
う
か
。

答　
弁

　

海
部
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

は
、
一
部
事
務
組
合
の
中
で
、

指
定
管
理
も
含
め
て
民
間
委
託

を
視
野
に
入
れ
て
協
議
し
て
い

る
。
ま
た
、
負
担
金
に
つ
い
て

は
本
町
の
要
望
と
し
て
、
入
所

者
割
を
増
や
し
、
負
担
を
軽
減

す
る
方
向
で
進
め
た
い
。

質　
問

　

消
防
費
の
海
抜
測
量
委
託
料

の
内
容
は
。

答　
弁

　

今
回
は
、
町
内
１
０
０
箇
所

の
測
量
を
委
託
す
る
。
今
後
、

必
要
で
あ
れ
ば
気
圧
計
を
購
入

し
、
自
主
防
災
会
に
貸
し
出
す

こ
と
も
考
え
た
い
。

質　
問

　

都
市
計
画
の
災
害
危
険
度
判

定
業
務
の
必
要
性
と
積
算
根
拠

は
。

答　
弁

　

地
震
及
び
一
般
災
害
等
に
対

し
、
防
災
上
の
重
点
的
か
つ
緊

急
的
に
整
備
を
要
す
る
地
域
の

明
確
化
を
図
る
。
調
査
地
区
は
、

日
和
佐
都
市
計
画
区
域
18
地
区

で
１
，７
７
０
世
帯
。
建
築
物

の
現
地
調
査
等
の
基
礎
調
査
後
、

国
土
交
通
省
の
指
針
に
基
づ
い

て
各
項
目
ご
と
の
災
害
危
険
度

判
定
を
行
い
、
地
区
住
民
に
判

定
結
果
の
公
表
及
び
説
明
を
行

う
。
期
間
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
２
か
年
の
予
定
と
し
て
い
る
。

判
定
結
果
を
も
と
に
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
方
針
を
策
定
す
る
。

　

予
算
の
積
算
根
拠
は
、
１
ha

あ
た
り
１
３
，５
０
０
円
。
全

体
で
１
，
５
５
０
ha
分
、
２
，

１
０
０
万
円
。

質　
問

　

日
和
佐
小
学
校
の
修
繕
費
に

つ
い
て
、
設
計
段
階
か
ら
不
備

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　
弁

　

９
月
の
台
風
の
猛
烈
な
風
で

正
面
玄
関
の
門
扉
が
破
損
し
た

本
会
議
の
審
議
内
容

こ
と
に
よ
る
取
り
換
え
費
用
で

あ
る
が
、
平
常
時
の
開
閉
に
は

問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質　
問

　

保
健
体
育
総
務
費
の
修
繕
費

の
内
容
は
。

答　
弁

　

由
岐
小
学
校
の
海
沿
い
の
フ

ェ
ン
ス
と
校
舎
側
の
側
溝
の
修

繕
費
用
で
あ
る
。

◆
請
願
第
1
号　
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
よ
る
議
会
中
継
を
早

期
に
求
め
る
請
願
書
に
つ
い

て●
主
な
質
疑
内
容

質　
問

　

平
成
21
年
6
月
議
会
で
、
行

政
・
議
会
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

構
築
の
議
決
を
し
て
い
る
。

段
々
と
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
、

早
期
実
現
の
提
案
は
必
要
な
い

の
で
は
な
い
か
。

答　
弁

　

今
回
の
提
案
は
近
隣
の
市
町

村
の
情
報
を
町
民
に
提
供
す
る

内
容
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

質　
問

　

現
在
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
中

継
に
向
け
て
も
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
、
請
願
の
必
要
性
は
あ

る
の
か
。

答　
弁

　

情
報
公
開
を
積
極
的
に
進
め

る
観
点
か
ら
必
要
と
考
え
る
。

●
討　
論

（
反
対
）
同
じ
よ
う
な
項
目
の

議
決
は
、
2
度
も
必
要
な
い
。

（
賛
成
）
住
民
に
対
す
る
情
報

の
公
開
は
一
般
的
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
他
の
市
町
村
の
情

報
を
見
て
も
ら
う
機
会
に
も
な

る
。●

採
決
結
果
（
順
不
同
）

　

賛
成　
４
（
北
山
、
向
山
、

山
本
、
寺
下
）

　

反
対　
８
（
江
本
、
坂
口
、

岩
瀬
、
丸
龍
、
影
山
、
永
本
、

舛
田
、
新
開
）

　

よ
っ
て
、
不
採
択
と
な
る
。
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議会だより

一
般
質
問

影山議員

1
病
院
の
統
合
・
再
編
は
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か

平
成
25
年
度
か
ら
建
設
に

着
手
し
、
平
成
28
年
度
開

業
を
目
指
す
。

答　弁質　
問

①
「
美
波
町
病
院
事
業
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
は
１
病
院

１
診
療
所
を
答
申
し
て
い
る

が
ど
の
よ
う
な
方
向
で
進
む

の
か
。

②
建
設
場
所
や
建
造
物
の
設
計

等
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。

③
県
は
地
域
医
療
再
生
計
画
を

圧
縮
し
た
。
町
財
政
は
ひ
っ

迫
し
た
状
況
で
あ
り
、
移
転

建
設
は
大
き
な
財
政
負
担
と

な
る
。
町
財
政
の
健
全
化
は

ど
う
な
の
か
。

④
移
転
建
設
し
て
も
経
営
状
況

の
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
経
営
健
全
化
の
た
め
の

施
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答　
弁

●
影
治
町
長

①
今
後
の
方
針
と
し
て
は
、「
美

波
町
病
院
事
業
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
の
答
申
を
尊
重

す
る
。
県
が
公
表
す
る
三
連

動
地
震
の
津
波
高
の
暫
定
値

や
浸
水
深
予
測
を
踏
ま
え
て

病
院
及
び
診
療
所
の
規
模
・

内
容
・
場
所
等
の
素
案
を
策

定
す
る
。
平
成
24
年
１
月
中

下
旬
を
目
途
に
住
民
説
明
会

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
の
う
え
、
住
民
が
安
心

で
き
る
医
療
体
制
の
整
備
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
。

②
場
所
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

住
民
説
明
会
で
の
意
見
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
参
考

に
し
て
、
安
全
性
・
利
便
性

等
を
総
合
的
に
判
断
し
て
決

定
し
た
い
。
そ
の
後
、
24
年

度
に
建
設
の
基
本
設
計
・
実

施
設
計
・
建
築
確
認
等
を
経

て
25
・
26
年
度
に
は
工
事
着

手
・
工
事
完
成
、
開
業
準
備

期
間
を
経
て
27
年
度
も
し
く

は
28
年
度
に
は
開
業
と
い
う

手
続
き
で
進
め
て
い
き
た
い
。

③
町
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

は
、「
美
波
町
集
中
改
革
プ

ラ
ン
」・「
行
政
改
革
プ
ラ
ン
」

に
よ
り
健
全
化
に
務
め
て
お

り
、
財
政
指
標
は
大
幅
に
改

善
し
て
い
る
。
病
院
建
設
事

業
費
に
つ
い
て
は
規
模
・
内

容
・
場
所
は
決
ま
っ
て
い
な

い
が
、「
美
波
町
病
院
事
業

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
の

答
申
に
沿
っ
た
と
仮
定
す
る

と
17
億
円
程
度
と
見
込
ん

で
い
る
。
財
政
に
つ
い
て

は
、
こ
の
度
の
地
域
医
療
再

生
計
画
に
基
づ
く
交
付
金
が

国
・
県
を
通
じ
て
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
己
財

源
は
病
院
建
設
基
金
が
現
在

５
億
８
０
０
万
円
の
残
高
が

あ
り
、
財
政
調
整
基
金
や
合

併
特
例
債
・
過
疎
債
等
を
適

用
す
る
と
町
の
実
質
負
担
額

は
１
億
６
千
２
６
０
万
円
に

な
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
財

源
措
置
も
講
ず
れ
ば
、
実
質

負
担
額
が
よ
り
一
層
軽
減
で

き
、
今
後
の
町
財
政
に
与
え

る
影
響
は
少
な
い
と
考
え
る
。

④
統
合
・
再
編
に
よ
る
２
病
院

の
集
約
に
よ
る
経
費
削
減
等

が
見
込
ま
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
医
業
収
益
の

根
本
で
あ
る
医
師
不
足
が
解

消
さ
れ
る
わ
け
で
な
い
の
で
、

現
在
、
医
師
確
保
に
つ
い
て

徳
島
大
学
病
院
・
県
医
師
会
・

阿
南
医
師
会
な
ど
と
連
携
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

度
県
が
設
立
し
た
地
域
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
や
定

住
自
立
圏
構
想
に
お
け
る
医

療
連
携
に
つ
い
て
も
努
力
を

重
ね
た
い
。

2
地
籍
調
査
に

　
取
り
組
む
べ
き
で
は

町
の
財
政
事
情
等
を
考
慮

し
な
が
ら
、
平
成
25
年
度

新
規
着
手
に
向
け
て
取
り

組
み
た
い
。

答　　弁質　
問

　

現
存
す
る
資
料
は
明
治
初
期

に
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
正

確
性
に
欠
け
て
い
る
。
地
震
の

発
生
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
災

害
の
円
滑
な
復
旧
対
策
の
た
め
、

ま
た
土
地
所
有
者
の
高
齢
化
や

不
在
に
よ
り
、
境
界
確
認
の
困

難
さ
が
増
大
す
る
。
町
は
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

調
査
に
取
り
組
む
意
思
は
あ
る

の
か
。

答　
弁

●
鈴
木
建
設
課
長

　

地
籍
調
査
は
国
土
調
査
法
に

基
づ
き
、
土
地
の
一
筆
一
筆
に

つ
い
て
所
有
者
・
地
番
・
地

目
・
面
積
及
び
境
界
を
調
査
確

認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
町
発

足
直
後
に
実
施
に
向
け
て
検
討

を
行
っ
た
経
緯
が
あ
る
が
、
多

額
の
費
用
と
人
員
の
確
保
、
ま

た
、
長
い
年
月
を
要
す
る
こ
と

な
ど
の
課
題
が
多
く
、
実
施
に

い
た
っ
て
い
な
い
。
地
籍
調
査

は
土
地
・
権
利
関
係
の
明
確
化

に
よ
り
、
境
界
紛
争
の
ト
ラ
ブ

ル
を
残
す
こ
と
が
あ
る
が
、
土

地
取
引
や
公
共
事
業
・
災
害
復

旧
の
円
滑
化
・
公
共
物
管
理
及

び
課
税
の
適
正
化
等
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
今
後
財
政
事
情
等

を
考
慮
し
な
が
ら
、特
に
南
海
・
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東
南
海
地
震
津
波
に
関
連
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、そ
の
復
旧
・

復
興
計
画
に
お
い
て
も
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
あ
る
。
平
成
24
年
度
を

準
備
期
間
と
し
、
早
け
れ
ば
25

年
度
新
規
着
手
に
向
け
て
調
整

を
進
め
て
い
く
。

寺下議員

1
病
院
建
設
に
関
し
、

　
住
民
か
ら
の
意
見
は

　
ど
う
反
映
す
る
の
か

１
月
中
下
旬
か
ら
、
住
民

説
明
会
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
行
う
。

答　弁質　
問

①
12
月
７
日
に
病
院
事
業
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
の
最
終
答

申
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
今
後
の
建
設
計
画
等

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

②
こ
れ
ま
で
、
町
民
に
広
報
さ

れ
て
い
る
の
は
病
院
事
業
経

営
改
革
プ
ラ
ン
評
価
委
員
会

の
評
価
と
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
検
討
状
況
の
中
間
報
告

の
み
で
あ
る
。
も
っ
と
、
町

民
の
意
見
や
提
案
等
を
大
事

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を

考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　
弁

●
影
治
町
長

①
徳
島
県
が
今
月
中
に
公
表
予

定
の
三
連
動
地
震
の
津
波
高

の
暫
定
値
や
浸
水
深
予
測
を

踏
ま
え
て
、
病
院
及
び
診
療

所
の
規
模
・
内
容
・
場
所
等

の
素
案
を
町
の
方
で
策
定

し
、
そ
の
後
住
民
説
明
会
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
す
る
。
基
本
設
計
に
つ
い

て
平
成
24
年
度
の
当
初
予
算

に
計
上
し
た
い
。
ま
た
、
４

月
か
ら
の
体
制
と
し
て
、
新

た
な
課
（
ま
た
は
室
）
を
設

置
。
２
名
程
度
配
置
し
た
い
。

診
療
所
に
つ
い
て
は
、
訪
問

診
療
や
在
宅
医
療
等
も
加
え
、

ま
た
リ
ハ
ビ
リ
や
予
防
に
重

点
を
置
く
内
容
で
検
討
し
て

い
る
。

②
住
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
用
い
て
、
住
民

の
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
内
容
に
つ
い

て
は
、
病
院
の
事
務
長
や
総

務
課
長
等
を
中
心
に
資
料
を

作
成
し
、
来
年
１
月
中
下

旬
を
め
ど
に
行
う
。
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
、
全

戸
へ
の
配
布
も
行
い
、
意
見

を
町
の
方
へ
出
し
て
い
た
だ

く
。
公
表
に
つ
い
て
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

と
広
報
等
を
通
じ
て
行
う
。

2
地
震
津
波
対
策
の

　
促
進
を

防
災
啓
発
活
動
等
に
つ
い

て
は
、
自
主
防
災
会
連
合

会
と
、
情
報
や
課
題
を
共

有
し
て
取
り
組
む
。

答　　弁質　
問

①
12
月
18
日
に
美
波
町
全
域
で

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
る
が
、

何
を
目
的
と
し
、
何
を
把
握

す
る
た
め
の
訓
練
な
の
か
。

②
町
長
は
防
災
に
つ
い
て
、
で

き
る
こ
と
か
ら
何
で
も
や
っ

て
い
く
、
と
い
う
方
針
だ
と

認
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
た

め
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
誰
な
の
か
。
ま

た
、
現
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

③
本
町
の
復
旧
復
興
に
か
か
る

具
体
的
な
基
本
部
分
は
、
こ

の
町
の
住
民
に
し
か
描
け
な

い
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
今
か
ら
事
前
復
興
計
画

を
作
っ
て
お
く
必
要
性
を
感

じ
る
が
、
ど
う
か
。

答　
弁

●
武
田
消
防
防
災
課
長

①
避
難
訓
練
の
実
施
内
容
に
つ

い
て
は
、
11
月
29
日
の
自
主

防
災
会
連
合
会
総
会
で
協
議

を
行
っ
た
。
実
践
的
な
訓
練

を
行
い
、
住
民
の
命
を
守
る

た
め
、
防
災
意
識
の
向
上
・

災
害
に
対
す
る
対
応
能
力
の

向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
配
置
職
員
が

避
難
場
所
に
て
、
意
見
等
を

伺
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
早

い
時
期
に
自
主
防
災
会
連
合

会
に
訓
練
の
報
告
書
を
示
し

た
い
。
今
後
も
、
自
主
防
災

組
織
ご
と
に
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
た
訓
練
を
す
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。

●
山
路
副
町
長

②
全
庁
的
な
危
機
管
理
の
統
括

を
行
う
危
機
管
理
監
は
副
町

長
で
あ
る
。
防
災
啓
発
活
動

等
に
つ
い
て
は
、
自
主
防
災

会
連
合
会
と
共
に
情
報
や

課
題
を
共
有
し
て
取
り
組

む
。
危
機
に
強
い
役
場
組
織

づ
く
り
と
し
て
危
機
管
理
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
、
避

難
場
所
と
避
難
路
の
点
検
と

見
直
し
を
、
各
自
主
防
災
組

織
と
連
携
し
８
月
中
に
行

い
、
点
検
報
告
に
つ
い
て
は

冊
子
に
ま
と
め
上
げ
て
、
各

自
主
防
災
会
に
配
布
し
、
他

地
区
の
状
況
等
の
情
報
提
供

を
行
っ
た
。
現
在
、
職
員
の

動
員
・
配
置
な
ど
の
個
別
体

制
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
中
で
、
最
終
報
告
を
12

月
末
ま
で
に
受
け
て
、
各
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
取
り
ま
と
め
を

行
っ
て
い
く
。

③
事
前
復
興
計
画
に
つ
い
て
は
、

被
災
地
の
大
槌
町
の
町
長
か

ら
も
重
要
性
を
提
言
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
、
策
定
に
向

け
て
今
後
取
り
組
み
た
い
。
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1
町
長
の
こ
れ
ま
で
の

　
取
り
組
み
の
成
果
と

　
今
後
は

病
院
改
革
な
ど
が
進
展
し

た
。今
後
は
町
民
の
安
心・

安
全
の
確
保
を
優
先
し
取

り
組
む
。

答　　弁質　
問

　

町
長
は
、
就
任
後
２
年
を
経

過
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
成
果

や
反
省
点
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
、
ま
た
今
後
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

①
こ
れ
ま
で
の
成
果
は

②
反
省
点
は

③
今
後
の
取
り
組
み
は

答　
弁

●
影
治
町
長

　

就
任
後
、「
対
話
の
町
政
」

を
基
本
姿
勢
に「
産
業
の
振
興
」

な
ど
の
４
本
柱
を
軸
に
行
政
を

進
め
た
。

①
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
病

院
事
業
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
を
設
け
、
そ
の
最
終
答
申

を
受
け
、
説
明
会
の
実
施
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
取

る
段
階
に
な
っ
た
。
旧
日
和

佐
高
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の

発
災
に
よ
り
幼
保
一
体
化
施

設
な
ど
は
再
度
検
討
を
要
す

る
が
、
総
合
的
な
安
全
防
災

基
地
構
想
を
進
め
る
べ
く
建

物
の
取
り
壊
し
を
進
め
て
い

る
。
交
通
弱
者
対
策
と
し
て

は
、
公
共
施
設

等
へ
行
く
場
合

の
タ
ク
シ
ー
利

用
料
助
成
の
試

行
を
行
っ
て
お

り
、
新
年
度
に

は
本
格
的
な

実
施
を
し
た

い
。
高
規
格
道

路
「
日
和
佐
道

路
」
が
全
線
開

通
し
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し

た
。
今
後
、
桑

野
道
路
の
事
業

化
に
加
え
、
福

井
道
路
の
事
業

化
に
向
け
て
陳

情
活
動
を
し
た

永本議員

1
防
災
集
合
住
宅
の
建
設

町
の
財
政
を
考
慮
し
、
住

民
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

万
全
の
対
策
を
進
め
た
い
。

答　弁質　
問

　

３
・
11
の
東
日
本
大
震
災
の

発
生
を
受
け
て
の
本
町
議
会
・

町
当
局
・
防
災
関
係
者
の
現
地

視
察
や
、
状
況
把
握
は
、
極
め

て
不
十
分
で
は
な
い
か
。
被
災

地
の
苦
難
を
身
を
も
っ
て
受
け

止
め
、
他
山
の
石
と
し
て
本
町

の
防
災
対
策
に
大
い
に
生
か
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

10
ｍ
以
上
の
高
波
が
予
想
さ

れ
る
地
域
が
大
部
分
を
占
め
る

本
町
の
、
特
に
高
齢
者
・
身
体

障
害
者
な
ど
の
避
難
困
難
者
の

安
全
を
確
保
す
る
対
策
と
し
て

高
台
に
防
災
集
合
住
宅
を
建
設

し
、
希
望
者
を
優
先
的
に
移
住

さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
弁

●
影
治
町
長

　

高
台
へ
の
公
共
施
設
の
移
転
、

高
台
用
地
を
整
備
す
る
考
え
は

持
っ
て
い
る
。
避
難
困
難
者
で

あ
る
高
齢
者
・
身
体
障
害
者
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
高
台

で
の
集
合
住
宅
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
的
な
も
の
を
考
え
な
い

と
い
け
な
い
。

　

県
の
暫
定
津
波
高
及
び
浸
水

深
予
測
が
示
さ
れ
た
ら
、
町
の

財
政
と
見
比
べ
な
が
ら
住
民
の

意
見
も
十
分
に
見
極
め
、
万
全

の
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

由　岐　病　院

い
。
産
業
の
振
興
は
種
々

行
っ
た
。

②
就
任
し
て
、
２
年
３
ヶ
月
が

経
過
し
た
が
、
町
内
30
カ
所

の
地
域
懇
談
会
が
、
全
地
区

一
通
り
済
ん
で
い
な
い
。（
早

く
実
施
し
た
い
）

③
住
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の

確
保
を
最
優
先
に
、
出
来
る

こ
と
か
ら
着
実
に
進
め
た
い
。

・
２
病
院
の
再
編
統
合
に
よ
る

医
療
体
制
の
整
備
を
最
優
先

に
実
施
す
る
。

・
幼
保
一
体
化
施
設
の
整
備
を

含
め
、
必
ず
来
る
南
海
地
震

対
策
に
力
を
注
ぐ
。

・
病
院
の
通
院
を
含
め
た
交
通

弱
者
対
策
を
充
実
さ
せ
る
。

引
き
続
き
子
育
て
環
境
の
整

備
・
支
援
等
に
取
り
組
み
た

い
。
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山本議員

1
病
院
の
建
設
は
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か

用
地
の
候
補
地
に
つ
い
て

は
、
町
が
選
ん
だ
理
由
も

含
め
て
説
明
し
た
い
。

答　弁質　
問

①
美
波
町
の
医
療
体
制
、病
院
・

診
療
所
等
の
設
計
等
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

②
用
地
選
定
に
つ
い
て
は
、
合

併
時
、
地
域
審
議
会
的
役
目

を
担
う
と
い
わ
れ
て
い
た
町

内
会
連
合
会
と
の
協
議
も
必

要
不
可
欠
で
は
な
い
か
。

③
用
地
は
防
災
面
・
利
便
性
・

将
来
性
を
、
ま
た
医
師
確
保

の
体
制
面
、
そ
の
他
を
含
め

て
総
合
評
価
評
点
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
点
数
ラ
ン
ク
を

設
け
て
、
住
民
に
分
か
り
や

す
く
説
明
出
来
る
方
法
を
取

り
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

④
日
和
佐
高
校
跡
地
の
有
効
利

用
、
或
い
は
コ
ン
ビ
ニ
の
サ

ン
ク
ス
裏
山
周
辺
で
造
成
す

れ
ば
、
避
難
所
機
能
・
医
療

施
設
・
幼
保
施
設
と
し
て

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
施
設
用
地

と
し
て
可
能
で
、
検
討
に
値

す
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

⑤
「
小
さ
く
て
も
、
キ
ラ
リ
と

光
る
町
」
と
し
て
存
在
感
の

あ
る
町
に
す
る
に
は
、
将
来

的
に
も
公
共
物
の
集
積
化

（
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
）

の
必
要
性
も
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　
弁

●
影
治
町
長

①
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
答
申

を
尊
重
し
、
町
で
素
案
を
作

り
、
議
会
に
説
明
を
す
る
。

そ
の
後
、
住
民
説
明
会
・
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
順
で

考
え
て
い
る
。

②
病
院
問
題
に
つ
い
て
は
町
内

会
連
合
会
と

意
見
交
換
を

す
る
こ
と
に

は
し
て
い
な

い
が
、
最
終

答
申
を
受
け

た
内
容
に
つ

い
て
説
明
し

た
い
。

③
総
合
評
価
評

点
に
つ
い
て

は
参
考
に
し

た
い
。
用
地

の
候
補
地
に

つ
い
て
も
町

が
選
ん
だ
理

由
を
含
め
て

説
明
し
た
い
。

④
日
和
佐
高
校

跡
地
に
つ
い

て
は
十
分
検
討
し
て
い
く
が
、

今
の
段
階
で
は
県
の
暫
定
値

も
出
て
お
ら
ず
、
新
た
な
施

設
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
、

町
や
議
会
の
考
え
を
踏
ま
え

た
い
。
県
の
方
で
特
別
警
戒

区
域
或
い
は
警
戒
区
域
に
美

波
町
の
一
部
が
指
定
さ
れ
る

と
、
新
た
に
施
設
が
建
て
ら

れ
な
く
な
る
状
況
も
考
え
ら

れ
る
。

⑤
行
政
の
経
済
性
や
住
民
の
利

便
性
を
考
え
る
と
良
い
と
思

う
。
し
か
し
、
今
現
在
は
、

す
ぐ
に
着
手
出
来
る
よ
う
な

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
。

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
…
複
数

の
者
に
目
的
物
に
対
す
る
企

画
を
提
案
し
て
も
ら
い
、
そ

の
中
か
ら
優
れ
た
提
案
を

行
っ
た
者
を
選
定
す
る
。

2
防
災
対
策
の
具
体
的
な

取
り
組
み
は

県
の
暫
定
津
波
高
及
び
浸

水
深
予
測
を
受
け
た
後
に
、

再
度
、
自
主
防
災
会
で
避

難
場
所
の
見
直
し
を
行
い
、

整
備
を
進
め
た
い
。

答　　弁

日 和 佐 病 院

質　
問

　

取
り
組
み
の
進
捗
状
況
と
、

今
後
、
県
の
暫
定
的
浸
水
予
想

マ
ッ
プ
を
受
け
て
、
自
主
防
災

会
の
避
難
場
所
の
見
直
し
等
も

含
め
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

答　
弁

●
武
田
消
防
防
災
課
長

　

現
在
は
個
別
対
処
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
作
業
中
で

あ
る
。
自
主
防
災
組
織
か
ら
の

要
望
も
受
け
、
県
補
助
を
活
用

し
、
一
次
避
難
場
所
の
備
品
・

避
難
経
路
整
備
の
材
料
等
の
調

整
を
し
て
い
る
。
日
和
佐
地
区

で
都
市
防
災
総
合
推
進
事
業
測

量
設
計
委
託
業
務
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
測
量
設
計
と
そ
の
周
辺
で

の
避
難
階
段
設
置
が
可
能
か
ど

う
か
の
地
質
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る
。
今
月
下
旬
の

県
の
暫
定
津
波
高
及
び
浸
水
予

測
深
を
受
け
た
後
、
自
主
防
災

会
と
共
に
避
難
場
所
・
避
難
路

の
点
検
・
見
直
し
を
再
度
行
い
、

そ
の
結
果
を
受
け
て
、
ハ
ー
ド

整
備
を
順
次
進
め
て
い
き
た
い
。
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江本議員

1
減
災
・
防
災
の
早
急
な

対
策
を

山
王
の
四
国
の
道
に
つ
い

て
は
、
工
事
用
道
路
を
避

難
路
と
し
て
残
し
た
い
。

答　弁質　
問

①
日
和
佐
浦
、
本
村
地
域
の
避

難
場
所
は
山
・
高
台
へ
と
言

え
ば
金
毘
羅
山
、
山
王
か
ら

の
四
国
の
道
し
か
な
い
。
早

急
な
対
策
は
。

②
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
に

つ
い
て
。

③
防
災
基
地
・
資
材
備
蓄
倉
庫

等
に
対
す
る
計
画
は
。

答　
弁

●
山
路
副
町
長

①
８
月
に
各
地
域
の
住
民
と
共

に
避
難
場
所
・
避
難
路
の
見

直
し
を
行
い
、
津
波
避
難
場

所
は
基
本
的
に
山
・
高
台
と

し
た
。
今
後
、
県
の
東
海
・

東
南
海
・
南
海
の
三
連
動
地

震
が
起
き
た
場
合
の
津
波
高
、

浸
水
深
予
測
や
、
国
の
中
央

防
災
会
議
の
調
査
、
対
策
を

踏
ま
え
て
、
最
終
的
な
見
直

し
を
す
る
。

③
国
の
中
央
防
災
会
議
、
県
の

東
海
・
東
南
海
・
南
海
の
三

連
動
地
震
に
よ
る
暫
定
津
波

高
・
浸
水
深
予
測
を
参
考
に

し
て
、
防
災
基
地
・
資
材
備

蓄
倉
庫
等
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

●
鈴
木
建
設
課
長

①
山
王
の
四
国
の
道
に
つ
い
て

は
、
奥
河
集
会
所
前
の
町
道

か
ら
山
に
突
き
当
た
り
、
右

奥
の
池
ま
で
の
水
路
の
山
側

に
平
地
が
あ
る
の
で
、
山
王

谷
の
砂
防
工
事
の
作
業
が
完

了
し
た
後
に
、
山
の
所
有
者

の
了
解
を
得
た
う
え
で
工
事

用
道
路
を
避
難
路
と
し
て
残

せ
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

日
和
佐
小
学
校
の
裏
山
に
つ

い
て
は
、
県
営
の
急
傾
斜
事

業
の
要
望
を
し
て
い
る
。

②
津
波
時
の
避
難
路
・
避
難
場

所
・
避
難
案
内
板
の
整
備
や

火
災
時
の
緊
急
進
入
道
路
の

確
保
を
行
い
、
災
害
に
強
い

町
に
す
る
と
の
共
通
認
識
は

新開議員

1
道
の
駅
日
和
佐
の

　
活
性
化
を

提
案
に
つ
い
て
は
、
役
員

会
で
報
告
し
検
討
し
た
い
。

答　弁質　
問

　

現
在
、
道
の
駅
は
薬
王
寺
・

Ｊ
Ｒ
日
和
佐
駅
を
含
め
た
美
波

町
の
顔
に
な
っ
て
い
る
。
よ
り

一
層
、
町
外
に
ア
ピ
ー
ル
が
出

来
る
よ
う
に
例
え
ば
売
り
場
を

拡
張
し
て
多
く
の
生
産
者
が
町

の
特
産
品
を
出
品
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
観
光

客
が
ゆ
っ
く
り
と
休
憩
で
き
る

よ
う
な
場
所
を
つ
く
り
、
時
に

は
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
で
き
る

よ
う
な
下
部
組
織
の
委
員
会
的

な
も
の
を
考
え
て
み
て
は
ど
う

か
。

答　
弁

●
影
治
町
長

　

株
式
会
社
道
の
駅
日
和
佐
は

第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
経
営
し

山　王　谷

て
お
り
、
６
期
連
続
で
黒
字
経

営
と
な
っ
て
い
る
。
提
案
に
つ

い
て
は
、
役
員
会
で
報
告
し
、

検
討
し
た
い
。

2
土
地
開
発
公
社
を
設
立

し
て
は
ど
う
か

公
共
用
地
取
得
に
は
、
で

き
る
だ
け
町
財
源
を
使
わ

ず
に
有
効
な
起
債
を
利
用

す
る
た
め
、
設
立
は
考
え

て
い
な
い
。

答　　弁質　
問

　

地
震
・
津
波
に
よ
る
公
共
施

設
の
高
台
移
転
に
つ
い
て
、
町

は
ど
ん
な
計
画
を
立
て
て
い
る

の
か
。

　

補
助
及
び
起
債
等
の
制
度
も

あ
る
が
、
土
地
開
発
公
社
の
メ

リ
ッ
ト
を
利
用
し
、
長
期
的
な

計
画
・
実
施
や
先
行
取
得
等
を

考
え
、
土
地
開
発
公
社
の
設
立

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
弁

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

　

合
併
前
の
旧
日
和
佐
町
・
旧

由
岐
町
で
は
設
立
し
て
い
た
が
、

合
併
を
期
に
解
散
し
た
。
地
価

の
下
落
に
よ
り
、
結
局
は
借
入

し
て
い
る
。
町

の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
日
和

佐
浦
東
線
・
日

和
佐
浦
西
線
は

幅
員
を
変
更
な

ど
し
て
も
整
備

が
必
要
で
あ
り
、

関
係
住
民
の
意

見
を
聞
き
、
同

意
を
得
な
が
ら
、

都
市
計
画
道
路

の
手
続
を
進
め

て
い
く
。
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岩瀬議員

1
避
難
場
所
及
び
日
和
佐
幼

稚
園
・
保
育
園
の
建
設
場

所
は
ど
う
す
る
の
か

県
の
暫
定
津
波
高
及
び
浸

水
深
予
測
を
見
定
め
た
後
、

移
転
候
補
地
を
検
討
し
て

い
く
。

答　　弁質　
問

　

現
在
の
日
和
佐
幼
稚
園
・
保

育
園
の
移
転
場
所
、
ま
た
厄
除

北山議員

1
避
難
訓
練
に
対
す
る
認

識
を
改
め
、
実
の
あ
る

訓
練
を

自
主
防
災
会
等
の
意
見
を

聞
き
よ
り
よ
い
避
難
訓
練

に
務
め
た
い
。

答　弁質　
問

①
９
月
の
時
点
で
危
機
管
理
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
事
項
は

避
難
場
所
・
経
路
の
見
直
し

と
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

中
で
あ
っ
た
。
12
月
18
日

実
施
の
避
難
訓
練
通
知
に

は
「
山
・
高
台
へ
避
難
し
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
る
だ
け
で

あ
る
。
な
ぜ
今
回
の
避
難
訓

練
に
策
定
中
の
避
難
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
見
直
し
た
避
難
場

所
・
経
路
が
出
て
い
な
い
の

か
、
出
来
た
こ
と
か
ら
や
ら

な
け
れ
ば
訓
練
は
進
歩
し
な

い
。
町
当
局
の
避
難
訓
練
に

対
す
る
認
識
を
少
し
改
め
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

け
橋
北
側
地
域
の
津
波
避
難
所

と
し
て
、
日
和
佐
小
学
校
裏
に

避
難
場
所
・
幼
稚
園
・
保
育
園

（
幼
保
一
体
化
）
を
兼
ね
た
施

設
や
道
路
（
自
動
車
路
）
を
建

設
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答　
弁

●
影
治
町
長

　

今
年
度
か
ら
県
工
事
で
行
わ

れ
て
い
る
治
山
事
業
（
３
年
計

画
）
が
完
成
後
、
進
入
路
と
し

て
使
わ
れ
た
道
路
が
避
難
路
と

し
て
確
保
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
来
年
度
か
ら
日
和
佐
小
学

校
の
校
舎
裏
の
擁
壁
を
急
傾
斜

②
町
長
は
３
・
11
の
総
括
は

出
来
て
い
な
い
と
答
え
た

が
、
私
は
、
一
事
業
ご
と
に

総
括
・
評
価
・
反
省
が
あ
っ

て
進
歩
・
発
展
・
向
上
が
あ

る
と
思
う
の
で
、
私
な
り
に

３
・
11
の
総
括
を
し
た
。
❶

町
の
避
難
指
示
に
従
っ
た
人

は
少
数
だ
っ
た
。
❷
自
己
判

断
で
漁
船
は
沖
に
出
港
避
難

し
た
。
❸
自
己
判
断
で
車
を

高
台
に
移
動
避
難
し
た
。
❹

町
職
員
は
組
織
的
で
は
な
く

個
人
的
判
断
で
行
動
し
た
よ

う
に
見
え
た
。
❺
消
防
本
部

は
機
能
し
て
い
な
い
よ
う
に

見
え
た
。
❻
各
機
関
の
連
絡

手
段
が
途
絶
え
た
。
❼
県
の

防
災
門
扉
開
閉
指
示
に
町
は

従
っ
た
。
❽
町
民
の
多
く
が

解
除
を
待
た
ず
自
己
判
断
で

帰
宅
し
た
。
❾
休
暇
中
の
町

職
員
で
防
災
計
画
に
よ
ら
ず
、

自
己
判
断
で
行
動
し
た
例
等

多
く
の
問
題
点
が
あ
る
。
ま

と
め
て
町
の
計
画
や
指
示
よ

り
も
、
即
座
の
自
己
判
断
に

よ
っ
て
行
動
し
た
と
い
え
る
。

そ
の
原
因
は
避
難
訓
練
の
あ

り
方
に
あ
り
、
今
ま
で
お
ざ

な
り
な
訓
練
を
永
年
繰
り
返

し
て
き
た
結
果
で
あ
る
と
思

利
息
な
ど
で
町
の
財
政
を
圧
迫

し
、
問
題
視
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
存
続
の
必
要
性
が
見
直
さ

れ
た
。
美
波
町
は
厳
し
い
財
政

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
来

る
だ
け
町
の
財
源
を
使
わ
ず
に

合
併
特
例
債
や
過
疎
債
な
ど
有

効
な
起
債
を
利
用
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
公
共
用
地
先
行
取
得
等
事

業
債
が
借
入
可
能
な
の
で
、
現

在
の
と
こ
ろ
土
地
開
発
公
社
の

設
立
は
考
え
て
い
な
い
。

日和佐小学校裏山

地
の
対
策
事
業
（
県
営
）
で
、

工
事
着
手
の
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
工
事
が
完
成
後
、
避
難
場

所
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

天
神
地
区
に
か
け
て
の
西
方
は
、

避
難
階
段
を
今
後
進
め
て
行
き

た
い
。
日
和
佐
幼
稚
園
・
保
育

園
に
つ
い
て
も
、
日
和
佐
港
の

近
く
に
あ
り
、
津
波
の
被
害
が

想
定
さ
れ
る
。
本
年
８
月
に
両

園
の
保
護
者
か
ら
、
両
園
を
高

台
へ
早
急
に
避
難
で
き
る
場
所

へ
の
移
転
の
要
望
が
あ
り
、
今

後
県
の
暫
定
津
波
高
及
び
浸
水

深
予
測
を
見
定
め
た
後
、
移
転

候
補
地
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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う
。
早
急
に
３
・
11
を
総
括

し
実
の
あ
る
訓
練
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
弁

●
山
路
副
町
長

①
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
状
況
は
、
中
間
報
告
が
提

出
さ
れ
最
終
の
提
出
期
限
を

12
月
末
と
し
て
い
る
の
で
、

今
年
度
中
に
と
り
ま
と
め
た

い
。
避
難
訓
練
の
方
法
は
、

自
主
防
災
会
の
総
会
で
協
議

の
結
果
、
今
回
は
と
に
か
く

高
台
へ
避
難
し
て
も
ら
う
こ

と
と
し
、
問
題
点
や
課
題
点

を
総
括
し
今
後
の
訓
練
の
あ

り
方
を
考
え
た
い
。

②
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
９
項
目

に
つ
い
て
も
危
機
管
理
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
で
検
討
し
た
い
。

再
質
問

　

そ
ん
な
事
を
聞
い
た
の
で
は

な
い
。
今
ま
で
町
が
や
っ
て
き

た
避
難
場
所
・
経
路
の
見
直
し

や
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
12
月
の

避
難
訓
練
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
３
・
11

の
総
括
を
し
な
い
か
ら
避
難
訓

練
の
目
的
が
分
か
ら
な
く
な
っ

て
い
る
。

答　
弁

●
武
田
消
防
防
災
課
長

　

今
回
の
訓
練
は
単
純
に「
山
・

高
台
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」

と
書
い
て
い
る
が
、
避
難
場
所

の
見
直
し
を
も
と
に
や
っ
て
も

ら
い
た
い
と
自
主
防
災
組
織
の

方
に
相
談
し
た
。
や
り
方
に
は
、

色
々
な
考
え
方
や
意
見
も
あ
っ

た
が
、
主
な
避
難
場
所
で
職
員

が
避
難
者
か
ら
の
声
を
受
け
こ

れ
か
ら
の
避
難
訓
練
の
方
法
を

検
討
し
た
い
。

再
々
質
問

　

人
命
に
関
わ
る
防
災
問
題
を

色
々
検
討
し
実
施
す
る
の
が
町

の
役
目
と
思
う
。
す
ぐ
さ
ま
出

来
る
こ
と
は
や
っ
て
も
ら
い
た

い
。

答　
弁

●
影
治
町
長

　

議
員
の
言
う
よ
う
な
事
の
な

い
よ
う
に
し
た
い
。
今
後
は
自

主
防
災
会
等
の
意
見
を
聞
き
、

よ
り
よ
い
避
難
訓
練
に
務
め
た

い
。

2
耕
作
放
棄
地
・
休
耕
田
対

策
に
前
向
き
な
対
応
を

よ
く
研
究
し
、対
処
し
た
い
。

答弁質　
問

①
町
の
持
っ
て
い
る
産
業
振
興

に
関
す
る
情
報
を
一
覧
表
で

示
さ
れ
た
い
。

②
総
務
産
業
建
設
委
員
会
で
、

耕
作
放
棄
地
・
休
耕
田
対
策

に
つ
い
て
町
と
し
て
の
明
確

な
対
策
は
出
な
か
っ
た
。
町

は
貸
し
出
す
用
意
の
あ
る
田

畑
の
件
数
と
面
積
、
田
畑
を

借
り
て
耕
作
し
た
い
人
の
数

（
移
入
人
口
も
含
む
）
を
調

査
し
て
双
方
を
ド
ッ
キ
ン
グ

さ
せ
る
作
業
を
や
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

③
高
知
県
の
あ
る
地
域
が
団
体

を
組
織
し
、
製
薬
会
社
と
薬

草
の
契
約
栽
培
を
行
っ
て
い

る
事
例
が
あ
る
。
阿
南
市
で

も
こ
れ
に
な
ら
っ
て
団
体
が

組
織
さ
れ
拡
大
を
図
っ
て
い

る
。
本
町
も
そ
う
し
た
活
動

が
芽
生
え
る
よ
う
町
と
し
て

調
査
支
援
体
制
を
整
え
検
討

作
業
を
進
め
る
よ
う
提
案
す

る
。

答　
弁

●
今
津
産
業
振
興
課
長

①
今
後
の
対
策
は
、
耕
作
放
棄

地
解
消
支
援
事
業
等
を
中
心

に
国
・
県
・
Ｊ
Ａ
等
関
係
機

関
と
協
働
で
周
知
徹
底
を
行

い
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
し

た
い
。
産
業
振
興
策
の
一
覧

表
は
後
で
出
す
。

②
田
畑
の
貸
し
借
り
の
面
積
調

査
は
、
研
究
し
や
れ
る
よ
う

に
し
た
い
。

③
薬
草
の
契
約
は
、
団
体
を

作
っ
て
高
知
で
や
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
の
で
や
れ
る

か
ど
う
か
研
究
し
た
い
。

再
質
問

　

前
向
き
な
方
向
で
検
討
す
る

と
理
解
し
て
い
い
か
。
農
地
法

の
改
正
で
農
地
利
用
規
制
や
農

地
生
産
法
人
の
出
資
制
限
の
緩

和
に
よ
り
、
様
々
な
担
い
手
の

農
業
参
入
が
可
能
に
な
り
。
こ

れ
か
ら
の
農
業
の
活
性
化
に
は

農
業
経
営
者
を
育
て
る
仕
組
み

と
農
業
経
営
者
を
核
に
し
た
地

域
に
合
っ
た
地
域
農
業
集
団
を

作
る
の
が
課
題
で
あ
る
。
町
は

「
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
」

を
知
っ
て
い
る
か
。

答　
弁

●
今
津
産
業
振
興
課
長

　

前
向
き
の
検
討
を
し
て
み
た

い
。
名
前
は
知
っ
て
い
る
が
内

容
は
知
ら
な
い
。

再
々
質
問

　

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
は
、

青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就

農
後
の
定
着
を
図
る
新
規
就
農

者
確
保
事
業
と
、
地
域
農
業
の

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
教
育
機

関
と
就
農
希
望
者
を
支
援
す
る

農
業
者
育
成
支
援
事
業
で
あ
る
。

今
後
こ
の
事
業
を
研
究
し
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

答　
弁

●
今
津
産
業
振
興
課
長

　

よ
く
研
究
し
、
対
処
し
た
い
。
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総務産業建設常任委員会の審議内容

①耕作放棄地・休耕田の現状と対策について
○町より農地面積から耕作放棄地・休耕田面積の現状報告があり、耕作放棄地解消支援として国の
耕作放棄地再生利用交付金事業の内容説明があった。

（現状表）

○主な審議内容

質　　　問 答　　　弁

①耕作放棄地は、高齢化・土地条件の悪
さ・鳥獣被害等原因があり、この程度の
補助金では再生する気にならないのでは。

②この交付金の実例は。

③耕作放棄地について、調査等計画はあるか。

④耕作放棄地・休耕田への取り組みは。

①国や県はこの交付金を利用して、新規就農を
考えている。

②平成20年・21年に一人の方が50a（５反）
対象にハウス等を建てられた。
③平成21年耕作放棄地の全体調査を全域で実
施し、変化を毎年見ている。
④農業委員会から農地の確認調査実施報告を受
け、「たがやせ、農地」ということで広報誌
10月に載せた。農地パトロールもしている。

単位：ha
水　　　稲 223.5
休　　　耕 133.4
耕 作 放 棄 28.6
その他作物 28.5

単位：ha
恵比須浜 1.3
奥 河 内 7.3
山 河 内 6.7
西 河 内 3
北 河 内 2.1
赤 松 3.4
木 岐 1.3
田 井 1
東 由 岐 0.5
西 の 地 1.6
伊 座 利 0.4

計 28.6

その他作物

耕作放棄

休耕

水稲水稲
54％休耕

32％

耕作放棄  7％

その他作物  7％

農地面積 414ha（内ほ場整備済 170ha） 地区別耕作放棄地面積

平成 23年 11月 14日に次の４件の事件について
総務産業建設常任委員会を開催しました。
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②すじ青海苔開発事業の現状と今後について
○町より平成 23年度の委託内容の現状報告と、今後の方針としてＷＤＢ環境バイオ研究所に事業
継承する内容説明があった。

○委員会から、現在までの収支資料の提出と継承協議事項が決まりしだい報告するよう求めた。

③ WDB 環境バイオ研究所が実施した新技術開発事業について
○町より新技術開発事業の要綱の説明と研究成果報告（オニヒトデ複合養殖法を確立、この手法は
養殖魚類・甲殻類に応用ができ今後の養殖技術の発展に貢献できると確信した）があった。

④クエの閉鎖循環試験の目的と現状結果及びひじき養殖試験について
○町よりクエの閉鎖循環試験・クエの稚魚放流までの経緯説明とひじき養殖試験の概要について報
告があった。

○主な審議内容

質　　　問 答　　　弁

①業務販売で県外は考えていないのか。

②10㎏売るための経費は。
③事業継承後の町の支出は。

④継承協議の進捗状況は。

①九州・高知・大阪に出荷している。平成
22年度は原藻で10㎏出荷している。
②平成22年度の執行額は約290万円。
③平成23年度分の生産青海苔の袋詰め費用
の賃金のみである。
④方向性ぐらいで具体的には決めていない。
協議は今年度中に済ませる。

○主な審議内容

質　　　問 答　　　弁

①クエの放流は幼魚か、志和岐で中間育成し
たものか。

②1.5㎏になったクエはどうするのか。
③出荷した後はどうするのか。

④クエを県の実態調査の中に入れてもらう等、
県の支援は得られないか。

⑤ひじきは天然と養殖で価格の差はあるか。

①購入した幼魚。志和岐のは1.5㎏になるま
での期間を見たい。
②漁協を通じて出荷を試みる。
③畜養のクエについては終了する。その先は
放流を増やせればと考えている。
④県の行うブランド化対象品目でなければ支
援は無いと思う。
⑤県の職員は、差は無いと言っている。

○主な審議内容

質　　　問 答　　　弁

①今回の養殖技術に関し、町は何かをやる考
えは。

②今回の研究成果をクエの中間育成に利用で
きないか。

①企業の技術向上の研究で、町単独で養殖事
業をする考えはない。
②クエへの利用は研究が必要と思う。
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病院事業改革特別委員会報告
　12 月７日、病院事業改革特別委員会を開催し、７日付で答申された「美波町立病院事業のあり
方検討委員会」からの最終答申を受けて、理事者側から概要説明を受けた。（最終答申の詳細につ
いては、広報みなみ１月号参照）

○主な審議内容

質　　　問 答　　　弁
①対象地域の区域をシビアに測っては。
②事業の内容が不十分であり、住民が不公平
感を感じないようにすべきではないか。

③この制度の目的は、他の制度の導入の調査
もかねているのか。

①申請主義なので、申請があれば調査する。
②今年度試行し疑問や提言をふまえ、制度を
確立したい。
③周辺部はタクシー制度は残すが中心部につ
いての仕組みを考えたい。

○主な質疑内容

質　　　問 答　　　弁

○住民説明会等はどのように行うのか。

○いつ、病院建設の用地取得費用等を
予算に計上するのか。

○建設に関して新たな組織は作るのか。

○建設用地はどのように決定するのか。

○1月に入って、住民説明会とパブリックコメント
を実施する。やり方については、工夫したい。
○平成24年度の当初予算には計上したい。

○建設準備のための新たな課または室を設け、職員
を２名程度配置したいと考えている。
○県から示される暫定津波高・浸水深予測を見定め
て、候補地を提示したいと考えている。

①「農林漁業の燃油税制に関わる特別措置の恒久化について」の意見書の結果報告
○平成 23年８月 8日の当委員会で取り上げ、9月議会で可決し国に送致した意見書に関し、国会
で審議された結果を報告した。

　１．軽油にかかる軽油取引税の免税措置について…３年間の延長
　２．Ａ重油にかかる石油・石炭税の免税・還付措置について…２年間の延長

②９月から実施しているタクシー利用料金助成事業について
○町よりタクシー助成の概要と 9月から 11月末までの事業実施状況の報告があった。

タクシー利用料金助成事業の月別利用状況
月 利用者数（人） 利用回数（回） 助成金額（円）
  9 月 9 39 62,680
10 月 12 39 61,210
11 月 13 44 82,830

平成 23年 12月 12日に、結果報告１件、事件１件について
総務産業建設常任委員会を開催しました。
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お 知 ら せ
　議会だより報告会を１月後半から２月にかけて開催する予定にしていましたが、都合により延
期させていただきます。

● 議会改革・広報特別委員会 ● （お問い合わせ・ご意見は　TEL：77－3630へ）
委員長：寺下　博子　　　副委員長：向山　篤宏　　　委　員：北山　朝彦・舛田　邦人・永本善次郎

印刷／米崎印刷株式会社　TEL（0884）22−2247

　12月議会でも、防災関連の質問が続きました。

　３月 11日東日本大震災が発生、多数の死者・行方不明者を出し公共施設・民家・

船舶など全てを押し流してしまった未曾有の大津波。加えて福島原発の爆発事故

にともなう深刻な放射能汚染、惨禍の１年が終ろうとしております。苦難の被災

地の 1日も早い復興を祈り、近い将来に来るといわれる西日本大震災にそなえ、

防災 ･減災対策に真剣に取り組む必要があります。本年を防災元年と位置付け、

全町民の生命財産を守るべく油断なく対応策を練り直していくのが現在を生きる

私共のつとめと考えます。� 　（永本善次郎）　

編集後記

「美波の海の恵研究会」が
ひじきの養殖試験を実施

▼

ひじき種苗の挟み込み

▲養殖ロープの設置


